
平成26年度　　施　政　方　針
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さくらがわ　2014.4.1

円
、
特
別
会
計
・
水
道
会
計
を
含

め
ま
す
と
約
２
６
７
億
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

基
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
般

会
計
46
億
円
、
特
別
会
計
・
水
道

会
計
を
含
め
ま
す
と
約
50
億
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

本
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
な
お
一
層
の
経
費
の
削
減
・

合
理
化
に
努
め
、
各
種
事
業
に
つ

き
ま
し
て
も
、
事
業
の
必
要
性
、

緊
急
性
、
事
業
効
果
な
ど
を
十
分

に
検
討
し
、
第
１
次
総
合
計
画
に

基
づ
い
た
予
算
配
分
を
行
い
ま
し

た
。

◆
計
画
的
・
効
率
的
な
自
治
体

運
営
の
推
進

　

多
様
化
す
る
社
会
環
境
に
対
応

で
き
る
組
織
機
構
の
見
直
し
を
行

い
、
効
率
的
な
行
政
運
営
と
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

◆
健
全
な
財
政
運
営
の
推
進

　

財
源
確
保
対
策
の
推
進
と
し

て
、
納
税
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、

不
良
債
権
に
対
し
、
差
押
え
や
公

売
を
実
施
し
、
収
納
率
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
受
益
者
負
担
の

原
則
に
基
づ
き
、
施
設
の
使
用
料

の
見
直
し
を
行
い
、
料
金
の
適
正

化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
単
独
の
補
助
金
の
適

正
性
を
図
る
た
め
、
補
助
金
検
討

委
員
会
の
答
申
に
基
づ
き
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。

◆
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

生
活
習
慣
病
・
感
染
症
な
ど
の

疾
病
予
防
や
こ
こ
ろ
の
健
康
保
持

に
つ
い
て
の
意
識
啓
発
に
取
り
組

み
、
市
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が

「
健
康
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う

意
識
を
持
ち
、
自
ら
参
加
す
る
健

康
づ
く
り
事
業
を
推
進
い
た
し
ま

す
。

◆
子
育
て
支
援
お
よ
び
少
子
化

対
策

　

急
速
な
少
子
化
へ
の
対
策
の
取

り
組
み
と
、
子
ど
も
た
ち
が
、
健

や
か
に
生
ま
れ
育
つ
環
境
づ
く
り

の
た
め
に
、
家
庭
や
学
校
お
よ
び

民
間
企
業
な
ど
と
連
携
し
、
地
域

子
育
て
支
援
拠
点
事
業
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
児
童
の
健

全
育
成
と
子
育
て
支
援
を
行
う
た

め
に
、
「
放
課
後
児
童
対
策
事
業
」

や
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
」
の
策
定
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
よ
り
、
仕
事
と

子
育
て
の
両
立
を
支
援
す
る
「
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事

業
」
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
虐
待
防
止
対
策
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
医
療
費
助

成
制
度
の
継
続
や
ひ
と
り
親
家
庭

な
ど
の
子
弟
へ
の
入
学
時
祝
金
の

給
付
、
新
入
学
時
児
童
へ
の
ラ
ン

ド
セ
ル
支
給
、
幼
稚
園
就
園
奨
励

費
補
助
な
ど
、
子
育
て
に
伴
う
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

◆
地
域
福
祉
の
推
進

　

市
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
保
健
・
医
療
・
福
祉
な
ど
の
総

合
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
を
構

築
す
る
た
め
に
、
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

◆
高
齢
者
福
祉
の
推
進

　

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
中
心
と
し
、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
や
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
「
高
齢
者
見
守
り

隊
」
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

高
齢
者
が
安
心
し
た
生
活
を
送

り
、
互
い
に
支
え
あ
う
地
域
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
元
気
な
高
齢
者
を
増
や

す
た
め
に
、
介
護
予
防
事
業
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
を
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
就
労
機

会
の
確
保
と
高
齢
者
ク
ラ
ブ
な
ど

の
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

◆
地
域
医
療
制
度
の
充
実

　

救
急
医
療
体
制
や
医
師
不
足
と

い
っ
た
、
市
民
の
皆
様
の
不
安
に

応
え
る
た
め
、
地
域
医
療
の
充
実

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
急
速
な
高
齢
化
や
疾
病

構
造
の
変
化
な
ど
に
よ
り
年
々
医

療
費
が
増
加
し
、
国
民
健
康
保
険

制
度
や
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
は

厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
保
健
や
福
祉
と
連
携

し
な
が
ら
健
康
増
進
・
健
康
づ
く

り
の
保
健
事
業
を
積
極
的
に
進

め
、
医
療
費
の
軽
減
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

◆
学
校
教
育
の
充
実

　

「
生
き
る
力
」
を
育
む
と
い
う

学
習
指
導
要
領
の
理
念
を
実
現
す

る
た
め
、
「
確
か
な
学
力
・
豊
か

な
心
・
健
や
か
な
体
」
の
調
和
の

と
れ
た
子
ど
も
に
成
長
す
る
よ
う

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
教
育
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
内
容
の
充
実
に
つ
き
ま
し

の
財
政
負
担
に
留
意
し
、
計
上
い

た
し
ま
し
た
。

　

普
通
建
設
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
区
よ
り
要
望
の
多
い
事
項

や
通
学
路
の
安
全
対
策
と
し
ま
し

て
、
「
道
路
新
設
改
良
事
業
費
」

「
道
路
維
持
事
業
費
」
を
増
額
い

た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓

に
し
、
防
災
対
策
と
し
ま
し
て
、

老
朽
施
設
の
耐
震
診
断
を
進
め
る

と
と
も
に
、
「
橋

き
ょ
う
り
ょ
う

梁
」
「
道
路
付
属

物
」
「
た
め
池
」
な
ど
の
修
繕
調

査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
の
予
算
に
関
連
し
て
、
地
方

財
政
計
画
が
細
部
に
わ
た
り
確
定

を
見
る
に
至
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん

が
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
大
変
厳

し
い
状
況
で
の
予
算
編
成
と
な
り

ま
し
た
が
、
地
域
主
権
の
も
と
で

の
、
国
・
県
補
助
金
を
有
効
に
活

用
し
、
予
算
を
組
む
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
決
算
に
基
づ
く
、

財
政
分
析
指
標
に
お
い
て
は
、
実

質
公
債
費
比
率
11
．
２
％
、
将
来

負
担
比
率
１
０
２
．
９
％
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
前
年
度
と
比
較
し

ま
す
と
、
各
指
標
と
も
改
善
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
も
財
政
の
健

全
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
地
方
債
残
高
は
、
平
成

24
年
度
末
で
、
一
般
会
計
１
５
６
億

　

現
在
、
わ
が
国
の
経
済
状
況
は
、

着
実
に
上
向
い
て
い
る
と
い
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
地
域
の
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
多
く
は
、

ま
だ
景
気
の
回
復
を
実
感
で
き
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

地
方
財
政
は
、
近
年
の
経
済
情

勢
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
に

よ
り
、
税
収
の
伸
び
悩
み
や
生
活

保
護
費
・
医
療
給
付
費
を
は
じ
め

社
会
保
障
関
係
費
の
増
加
が
続

き
、
依
然
と
し
て
大
幅
な
財
源
不

足
が
生
じ
る
も
の
と
見
込
ま
れ
ま

す
。

　

私
は
、
こ
の
よ
う
な
中
「
桜
川

市
再
生
の
た
め
に
」「
子
供
た
ち

の
未
来
の
た
め
に
」
を
政
策
テ
ー

マ
に
掲
げ
、
優
良
企
業
の
誘
致
・

教
育
環
境
の
整
備
・
行
財
政
改
革

を
推
進
し
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
公
約
の
実
現
に
向
け
た
市
政

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

桜
川
市
の
財
政
状
況
は
、
歳
入

面
で
は
、
経
済
情
勢
や
税
制
改
正

に
よ
り
、
個
人
市
民
税
・
固
定
資

産
税
・
軽
自
動
車
税
・
地
方
消
費

税
交
付
金
に
増
収
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
25
年
度
と
同
額
で
計
上

し
ま
し
た
が
、
今
後
も
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
か
ら
、
「
産
業

立
地
推
進
課
」
を
新
設
し
、
優
良

企
業
の
誘
致
を
す
す
め
、
財
源
確

保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
面
で
は
、
合
併
特

例
債
事
業
で
あ
り
ま
す
「
防
災
行

政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
事

業
」
や
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
推
進
事
業
」
を
活
用
し
、
岩

瀬
お
よ
び
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
事
業

を
継
続
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ほ
か
の
諸
事
業
に
つ
き
ま
し
て

も
、
年
次
計
画
に
沿
っ
て
、
鋭
意

進
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、
社
会
保

障
費
の
増
加
と
併
せ
、
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
お
よ
び
一
部
事
務
組

合
の
負
担
金
な
ど
に
よ
り
財
政
の

硬
直
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

本
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
経
常

経
費
の
枠
配
分
方
式
、
事
務
事
業

の
優
先
度
評
価
を
行
い
ま
し
た

が
、
な
お
一
層
の
行
政
経
費
の
節

減
合
理
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

市
債
に
つ
き
ま
し
て
は
、
将
来

子育て支援のため、「放課後児童対策事業」として、

市内全学校区で開設している学童保育クラブ。家庭と

同じような環境で、放課後の時間を安全に過ごすこと

ができます。

　平成 26年３月４日～ 17日の会期で開催された、第１回桜川市議会定例会で、本年度の

市政運営に向けて、大塚市長が施政方針を述べました。

　今月号で、その概要をお知らせします。　

　なお、本年度予算の概要については、来月号に掲載します。

平成26年度

予
算
編
成

市
民
と
行
政
に
よ
る
豊
か

な
地
域
の
自
治
づ
く
り

安
心
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

健
康
福
祉
社
会
づ
く
り

豊
か
な
心
と
生
き
が
い
を
育

む
教
育
・
文
化
環
境
づ
く
り

施政方針
桜川市長　大

おおつか

塚　秀
ひでき

喜

磯部桜川公園周辺のサクラ。国から

天然記念物に指定されています。
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